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１，問題 

本論文は高学年における自己効力感の獲

得・向上と自律的学習の促進に焦点を当て，

学びのプロセスの意識化を促す日々のはたら

きかけについて検討するものである。筆者は

昨年度，低学年児童を対象とし，「自分で出来

そう」「ここまで出来た」といった自己効力感

が得られるようなはたらきかけを行った。授

業を中心とした学校生活全般の中で，意識せ

ずに行われていると思われる知識の活用に焦

点を絞り気づきを促した。普段の授業では見

過ごされてしまいそうな児童の思考過程に教

師がはたらきかけをしたことで，低学年でも

活用を意識化できることが見出され，児童に

自己効力感が得られることが明らかになった。 

平成１９年に学校教育法が改正され，学力

の重要な３つの要素の一つとして「主体的に

取り組む態度」が示された。また，平成２０

年の学習指導要領の改訂でもこの「主体的に

取り組む態度」は「学習意欲」として改訂の

基本的な考え方の一つとして重視されており，

学習に対する意欲を向上させることは学校の

教育活動の中でも重点が置かれている。しか

しながら，高学年児童の実態からは「すぐに

諦める」「やる気がおきない」「学びに対して

面白さを感じられない」という様子が見受け

られ，その傾向は学年が上がるごとに強くな

っているように感じられる。だからこそ，自

分の力でここまで出来た，自分で出来そうだ

という自己効力感が得られるような，学ぶ意

欲につながるようなはたらきかけが必要であ

ると筆者は痛切に感じている。 

自己効力感に焦点を当てた先行研究として

は，中学生を対象とした理科の授業において，

普段の授業で生徒の自己評価を通して自己強

化を行い，達成感を得させて，自己効力感を

育てることを目標とした研究(濱保・岡，2013)

があり，この研究の中では普段の授業の中で

無理なく実践できる自己評価方策を開発する

試みがなされている。普段の授業の中で無理

なくできること，自身の能力や努力を生徒に

認識させるという点は特に筆者も同意する点

であるが，本研究では小学生を対象とするの

で，教科を問わず学級担任として児童と関わ

れる学校生活全般において日々のはたらきか

けを行う。また「自分の力でここまで出来た」

ということが実感として得られるように，児

童自身の「学びのプロセス」を意識化させる

ことに重きを置く。図１に本論文の全体像を

示した。 

 

 

 

 

 

ところで，鈴木(2012)は学ぶ意欲を捉える

一つの切り口として自己効力があると述べて

いる。また市川(2004)は，学力という中にも

「学んだ力としての学力」と「学ぶ力として

の学力」があり，後者はどれも測りにくいも

のだと述べている。「学ぶ力としての学力」に

は「学習意欲」「学習計画力」「学習方法」「(教

わる，教え合う，学び合うときの)コミュニケ

ーション力」が挙げられているが，本論文で

は筆者も学習意欲を学力の一つとして捉えて

研究を進めた。 

図１ 研究の全体像 



２，方法 

(１)対象校：山梨県内 A 小学校。全校児童 300 人程度の中規模校  

(２)期間：２０１５年４月～１２月 

(３)対象児童：第５学年 ２７名 

(４)手続き：学級担任として児童に関わりな 

がら，日々の観察を行った。 

 

３，結果と考察 

(１)自己効力感を得るための具体的なはたらきかけ 

昨年度の研究から「共通のキーワードを使

うこと」「書くことでの振り返り」「顕在化・

共有化」が手立てとして有効であったので，

今年度もこの三つの手立てを取り入れた。こ

れら三つの手立てを大きな柱とするが，語彙

が豊かな高学年が対象児童であるので，キー

ワードに関しては児童自身が作り出したもの

も取り入れた。また，他のはたらきかけに関

しても児童の成長・変化に合わせて微調整し

ていくことを視野に入れ，はたらきかけを行

ってきた。 

①学年初めのはたらきかけとその成果：キーワード「プロセス」の共有  

 4 月当初，児童から，学ぶことに何の意味

があるのか，学ぶことに楽しさを見いだせな

い，面倒くさいといったつぶやきが聞かれた。

そこで，児童が学びに対してどのようなイメ

ージを持っているのかを知

るために，児童一人一人に

学ぶことや学びの楽しさな

どについて尋ねてみた。そ

の結果「○○ができたとき」

「テストで 100 点取ったと

き」「〇〇以内に入ったとき」

など，成果のみに注目して

しまいがちであるというこ

とがわかった。このような

実態から，結果に至るまで

の過程を大切にし意識化さ

せる必要性を感じた。それ

は，昨年度の研究から過程

を意識化させることが自己

効力感の向上に有効だったからである。そこ

で学級全体で共有できる「プロセス」という

キーワードを用いてはたらきかけを行ってい

くことにし，「プロセス」を共有するために学

級活動の時間を使い「学び」とはどういうこ

とかを考える時間を設定した。算数の体積の

問題を取り上げて，解き始めた時を「スター

ト」，答え合わせをして正解がわかったときの

ことを「フィニッシュ」として自分の学びの

振り返りをプリントに記入した(図２)。 

ここでの記入で大切にしたことは，「ここま

で自分で出来た」というポイントを考えるこ

とと，学んでいる時の自分の「気持ち」を記

入することの２点であった。自分の力で出来

たことを感じ取ることは自己効力感に，気持

ちは学習意欲につながると考えたからである。

時間を取りゆっくりと振り返りができるよう

にはたらきかけたこともあり，同じ正解でも

その過程は様々であることが児童自身に認識

できたようだった。また，「プロセスを大切に

することで，『ここまでは出来た』『もう少し

出来そう』といった気持ちがあきらめないで

頑張ろうという気持ちにつながり，学びに面

白さが生まれてくる。『クラス』のみんなでこ

のクラスの学びを作っていこう」という筆者

気持ちの記入  

「ここまで自分で出来た」と
振り返っている 

この過程全てが「プロセ
ス」であることの確認  

思考過程の振り返り 

図２ プロセス図（印刷時に読めるよう児童の記述を筆者が写したもの） 



の思いも伝えた。 

このとき記入したものを「プロセス図」と

呼んでいるが，この時間以降，自主学習ノー

トや学習感想に「プロセス図」を記入して自

分の学びを振り返る児童が出てきた。「私の頭

の中がわかってよかったです。」「プロセス図

を書いていると気持ちが嬉しいしすごく楽し

いのでやりました。」「プロセス図を書くと本

当の自分が現れて楽しいです。」という感想を

書いていた児童もおり，過程を意識化させる

手立てとして有効であった。ここでのプロセ

ス図の記入を通し，結果に到達するまでの学

びの過程には，児童それぞれに違った思考や

感情が存在しているという多様性を筆者が改

めて知ることができ，一人一人の見取りの大

切さを意識できたことも大きかった。また，

ここでは算数の問題を解くということのみの

振り返りであったが，この時間に学級全体で

「学び」「プロセス」というキーワードを共有

できたことが，その後の日々のはたらきかけ

に生きてきて「学び」の広がりにつながって

いったと考えられる(図３)。 

 

 

 

 

②プロセスクッキーとその成果：書くことでの振り返り 顕在化・共有化  

二つ目のはたらきかけは「プロセスクッキ

ー」である。これは，週に１度金曜日に一週

間の自分の学びを振り返って，がんばったと

思ったことをクッキー型の小さな紙に記入し

て教室に掲示をしていくというはたらきかけ

である(図４)。 

 

 

 

 

 

 

 

自分を振り返る機会を多く取り入れること，

学級内での顕在化・共有化をねらいとした。

初めのうちはまだ学びのプロセスという考え

方が浸透しておらず，テストの点数に関する

記述が目立っていた。しかし，児童の目に触

れ共有できるように掲示をしたことで，友達

の学びに対する捉え方を知ることもでき，

徐々に記入内容に広がりが見られるようにな

ってきた。また「今週何かテストをしたっけ？」

とテストを足がかりとして自分の頑張ったこ

との振り返りをすることができた。記入内容

の大まかな変化は表のとおりである(表１)。 

 

表１ プロセスクッキーの記述内容と変化 

月  記述内容  

５   家庭科の本返し縫いができてスッキリ 
 漢字のミニテスト 100 点とって嬉しい 
 逆上がりできなかったのにできたからラッキーな気持ちになった  
 難しい問題ができてスッキリ 

６   算数でミスしたところをもう一回したら出来てスッキリうれしい 
 社会のポスター作りを頑張って達成感があった 
 テストで９０点以上が多かった 
 サッカーの揉め事が解決してスッキリ 
 算数でむずかしい問題があったけど筆算や間違えたところを 
見直したら結構出来た 

 国語で要旨を書くのが難しかったけど頑張ってやったよ～。できた！ 

７   自学の目当てがちゃんと守れたよ～やった！ 
 ５０問テストは 100 点じゃなかったけど，再テストで 100 点 
取れて嬉しかった！！！ 

 テストで目標点になっていたから嬉しかった 
 今日いろいろなことを振り返っていろいろなことを終わらせて 
２学期まで頑張りたいです 

９   総合のプリントが最初なかなか進まなかったけど後から進みました。  
 運動会の練習と組立を死ぬほど頑張ったと思う 
 今週は毎日自学を頑張った 
 最小公倍数とか最大公約数とかがわからなかったけど 
ちょっとわかってきてスッキリ 

 ムカデ競争速く走れるようにみんなで工夫した 

10  稲刈りをやって農家の人の大変さがわかった 
 家庭科のミシンが上手に出来ました 
 校外学習で一番頑張ったのは挨拶だと思う。すれ違う人  
たちと挨拶できたと思う 

 自学や漢字練習が毎日出来ているのが嘘みたい 
 音楽集会の歌や合奏の練習を頑張った 
 算数テスト単位の書き忘れがくやしい 

11  国語の「グラフや表を用いて書こう」でみんなの意見や理由にびっくり 
 自分の考えを付箋に書いて貼ることを頑張りました 
 今日の漢テス自信有り！楽しみだなあ～ 
 選挙運動で練習以上に上手く出来たよ～やった 
 今週，トイレ掃除を頑張った 
 自学がとても楽しかった 
 国語の班でまとめる力がついたかも 

12  漢字の５０問テスト 100 点じゃなかったから，自学を頑張ります 
 時間がかかったけど，図工を頑張った 
 漢字テストが１学期より上がって嬉しかった 

プロセスクッキーは週に一度の記入である

が，この記入を通して，「今週も自分はこんな

児
童
の
記
述

の
様
子 

図３ キーワードの掲示 

常に意識していけるよう，

教室に掲示 

図４ プロセスクッキー 

はたらきかけ①のプロセスの共有の時間
に使った資料  

大
き
な
紙
に
貼
っ
て
教
室
に
掲
示
。 

十
二
月
に
は
四
枚
に
な
っ
た
。 



ことをがんばったんだ」と，自分の成長を感

じ取ることができ，これを継続的に行ってき

た積み重ねが自己効力感の向上に結びついた

と思われる。クッキーの記述は紙が小さくす

ぐに書けること，週に一度であったことも負

担なく継続できた要因であると考えている。    

このはたらきかけにより児童がプロセスを

意識できるようになってきたが，それに加え，

普段の生活の中では見過ごしてしまいそうな

一人一人のがんばりを筆者が見取れ，そのが

んばりに対して児童へ声をかけることができ

るという変化も生まれた。 

 

③学習感想・マイコメントとその成果：書くことでの振り返り  

顕在化・共有化  

三つ目のはたらきかけは「書く」ことの中

心となった「学習感想」と「マイコメント」

である。このはたらきかけが②④のはたらき

かけと大きく違うところは，筆者がコメント

を記入して児童に返すことで児童と教師との

やりとりが生まれていることである。児童の

記述に対し筆者がプロセスに関わるコメント

を返すことにより，児童が自身では気づかな

かったプロセスへの気づきを促せる。このよ

うに学びのプロセスの意識化をさらに促進さ

せることを目的としてはたらきかけを行った。 

 

ア.学習感想：算数ノートと自主学習ノート  

算数では毎時間，学習感想の記入をした。

この記入に当たってはプロセスに関すること

などは特に話をせず，教科書の学習感想の記

入例を参考にノートの書き方と合わせて確認

した。児童が１時間の学びの中で，自分のわ

からないところを認識したり，友達の意見の

良さを感じたり，楽しさや面白さを感じたり

していることを，学習感想を書くことで顕在

化させることができる。これにより児童は，

自分の学びのプロセスを意識化することがで

き，それが自主学習につながったり，自分の

成長を実感したりしていた(図５)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの記述から児童の変容を見て取るこ

とができるのだが，これは教師からのコメン

ト(図６)がプロセスの振り返りをさらに深い

ものにし，この繰り返しにより図５のような

記述となって表れたと考えられる。自主学習

ノートでも学習感想の記入をしているが，同

様に教師がコメントを記入して返している。

教師からのコメントはやはり嬉しいものらし

く，ノートを返却するとすぐにノートを開い

てコメントを読んでいる児童が多く見られ，

プロセスを意識化させるとともに励みにもな

り次への意欲につながっていったと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（☆明朝体…児童の学習感想 ゴシック体…教師のコメント） 

☆いろいろ考えてよく頑張った 

わからん⇒諦める・寝る 

      ⇒でも考える⇒おーわかった！ 

今日は下のプロセスだったね。 

☆６の問題が難しかったです。だんだんわからなくなってきたけど，

がんばってできたから嬉しかったです。 

すごい！諦めないプロセスだね！ 

☆わからないところもあったけど分かるところもあって嬉しかったです 

それは「ここまでポイント」がわかっているってことだね。これもプロセス！  

☆三角形の面積の公式や計算をやって，すーごく楽しかった！！ 

すごい～，図形がちょっと好きになっている自分に気づいている？

間違いもきちんとプロセスとして捉えて頑張っているよー 

☆わかってきて面白かった 

うん！すごくちゃんと考えていたからしっかり（知識の）引き出しにし

まっているのが分かるよ 

☆今回のは多分だめだめだと思う。 

そうなんだ･･･でも「だめだめ」ってことが自分で「わかる」ってこともいい勉強

なんだよ。そこから「こうしよう」と思える人実行する人が伸びていく！ 

☆分数を小数に治すとき割り算で割られる数とわる数が反対になってしまうので直したいです。  

既に自分のミスに気づけているね。いいプロセスです。がんばって！ 

図６ プロセスの意識化を進める教師のコメン

ト 

図５ 学習感想の記述 

自分の力でできたことを実感している記述～算数ノート～  
 一人で①～⑤番まで出来てとてつもなく嬉しいです。これからも頑張りたいです。 
 今日は，算数のいろいろなまとめをしたけど，倍数や約数のところが
難しかった。けど，少しは自分でがんばれた。  

諦めずに頑張ろうという意欲が見られた記述～算数ノート～  
 今日は最初にやった問題の答えが 3/4でまちがってて？？って思っ
て最後に見直ししたら今度は 1/4 であっててよかったです。 

自分の変化や成長を感じている記述～算数ノート～  
 図形を書くのが好きになったので嬉しかったです。算数が嫌いだったけ
ど五年生になったら図形など私の「楽しいなあ」と思う勉強が増えてきま
した。算数はわかると楽しいんだなあということを改めて実感しました。  
学びの意識化が進んだと思われる記述～自主学習ノートの学習感想  

 一度習ったけど一回やってみるとわからないことなどがわかるように
なった。次は花粉の働きについて振り返っていきたいです。  

 一回やったところでも２回やるとわからないところがわかるし復習にも
なっていいと思いました。 

図６ プロセスの意識化をねらった教師のコメント 



イ.マイコメント  

マイコメントは，自主学習ノートに記入し

た児童のコメントのことである。これは感想

ではなく，どんな学習をするのか，どうして

その学習をしようと思ったのかを記入したも

ののことである(図７)。 

 

 

 

 

 

マイコメントに関しても筆者がコメントを

記入しておりやりとりが生まれているが，こ

こでは学習計画・学習方法を意識化させるこ

とに重きを置いてはたらきかけを行った。 

この記入を促してきたことで，やらされて

いる，これでいいやという感覚から自分で決

めてやっているという自律的な面が育ってき

たと思われる。学習計画力・学習方法などは，

本研究で焦点を当てる「学ぶ力としての学力

（市川，2004）」と捉えられるものであり，

くり返し声をかけ記入できるようにはたらき

かけを行ってきた。また様々なはたらきかけ

の中で振り返りを大切にしてきたこともあり，

自分の苦手なところをよく捉えられるように

なったことが，学習計画力につながってきた

と考えられる。筆者も，児童の取り組みから

効果的だと思われる学習方法などを「このよ

うなやり方があるよ」「○○さんがこんな事を

書いてきたよ」と紹介していくことを心がけ，

学習方法を学級全体で共有できるようにした。

すると友達の良いところを取り入れて自分な

りに学習をしていこうという姿勢が見られる

ようになってきた。自主学習に関しては学校

全体で取り組んでおり，５年生は家庭学習６

０分間をめあてとしているが，その６０分間

をどのように構成するかを考える「自主学マ

ネジメント」の発想も生まれ，ノートに自分

の自主学習そのものを振り返る記述も見られ

るようになってきた。 

学習感想にしてもマイコメントにしても，

書くことにより児童は自分の考えを意識化で

き，また筆者は児童一人一人の考えや意欲を

見取ることができる。そしてそこからコミュ

ニケーションが生まれてさらなるはたらきか

けができる。このようなやりとりをしてきた

ことで学習内容に関する質問も増えてきた。

質問には，丁寧に返事を書いたり個別に指導

をしたり，学級全体に返して一緒に確認した

りしているが，下記のような記述も見られ，

日々のやりとりによって自律的学習が促進さ

れ，自己効力感が向上してきたと考えられる。 

 

 

 

④プロセスシートとその成果：書くことでの振り返り 

四つ目のはたらきかけは「プロセスシート」

である。これはテストの返却時に記入するシ

ートである。小学校では各学習単元の最後に

テストを行っているが，児童はテストの点数

だけを気にして，点数が分かるとそこで気持

ちが切れてしまっているように見受けられた。

そこで，自分の取り組みの過程も含めて振り

返ることができること，また「学ぶ力として

の学力（市川，2004）」の中の「測りにくい

力」を顕在化させることを目的としてシート

を作成した(図８)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シート作成に当たっては，書きやすさなど，

児童の意見を取り入れながら作成した。児童

の気持ちや意欲を書き込めるようにしたいと

 ４年生の頃この単元が苦手だったので復習してみました 
忘れかけていた漢字と苦手な漢字 
最近の５０問テストで間違えたところの漢字練習 
送り仮名のある漢字練習 
算数と国語の２学期やった中で苦手なところ 
自分で考えてタメになることをしました 

12/18 台形の面積の求め方分かんない（算数ノート） 
「そっかー，次の時間に練習問題をやってまたみんなと確認するね。（筆者）」  
12/19 算数の台形，家に帰って教科書見たりしたらわかった！
今回の算数自信あるよ先生！ガンバリマス（自主学習ノート） 

図７ マイコメントの記述 

図８ プロセスシート 

日付とテストの単元名 

・A３用紙に８面 
・年間通して記入 

返却時の気持ちを記入 



考え，吹き出し欄も加えた。 

吹き出しには頑張った成果を実感している

記述や，次への頑張りを意識している記述が

見られた。自分の苦手なところがわかった，

とにかく嬉しい，小さなミスが悔しいといっ

た素直な気持ちが表れているものもあった。

努力したのに結果として表れなかった時には

「残念‥」といった記述になっているが，シ

ートを継続して記入していることで，頑張っ

たときのことを思い起こすことができ，次へ

のやる気につなげることができたようである。

シートへの記入を継続し一冊にまとめていっ

たことで，自分の学びに対する姿勢の変化や

成長を長い目で繰り返し振り返ることができ，

そのことが学習意欲や自己効力感の向上につ

ながったと考えられる。継続して行うことが

できた要因として考えられるのは，どのよう

な教科のテストでも活用でき，児童が短時間

で記入できるので学期末のテストの多い時期

にも負担にならずに記入できた点が挙げられ

る。以下では，継続して行う中で見えてきた

児童の変化と教師の変化について述べる。 

このシート記入を始めてから，テストの返

却を楽しみにする様子が学級全体に広がって

きた。また，シート記入を通して学びの振り

返りをしたことで，テストは自分のがんばり

の表れであると感じテスト直しを丁寧にする

ようになった。そしてまた，自主学習に生か

すこともできるようになり，自律的学習が進

められるようになった。このような変化が見

られた頃から，テストには自分の目標点を記

入するようにした。記入にあたっては，予想

点ではなく，単元の学習への取り組みを振り

返りながら自分で設定する目標点であること

を全体確認した。この記入を始めてから，100

点でなくても自分の納得する点数が取れたこ

とに満足をする記述や，自分の中では苦手な

ところだったので 70 点でもいいほうだと思

う，といった振り返りがシートやプロセスク

ッキーからも見て取ることができるようにな

ってきた。児童の一人は「テストをする前目

標点 100 点。やったあと 96 点」と自分の頑張

りと手応えをテストに記入しており，自分の

学びを意識化できている様子が見取れた。 

頑張ったのに点数になって現れない時にも

どうして間違えたのか，何を間違えたのかと

いうことを冷静に考える姿勢が生まれてきた

ので，筆者はテスト返却の際，どのようなミ

スが目立ったか，理解していたのか，どんな

ところが頑張ってあったのかといったことを

学級全体に丁寧に話してからテストを返却す

るようにした。また，テストが終わると「い

つ返してくれるの？100 点の自信あるから楽

しみ。」という，頑張ったからこそ結果を楽し

みにしているつぶやきが多く聞かれるように

なってきたので，筆者もできるだけ翌日にテ

ストの返却をするようにした。児童のテスト

に対する気持ちが高まっているうちに返却で

きたことも次へのモチベーションにつながっ

たと考えられる。このシートでの振り返りが

児童の変容につながったとみられる自主学習

ノートの記述を下記に示す(図９)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記述からは，学びに対する面白さ，学習意

欲の高まりが感じられ，このシート記入を継

続して行うことが学力の向上につながる一つ

の要素になりうると考えられた。 

 

図９ 自主学習ノートの記述から 

テストを通して振り返りや学習意欲が見られた記述～自主学習ノートから～  

 見直しシートで式を書いて自分の力でやってみたらできた！

でもテストでなんでできなかったを考えたら，約分をするのを忘

れたりあせっていたりしたからだと思う。今度は気をつけたい。  

 今日理科のテストをやって結構いい感じで手応えがあって，

今もこういうことをノートに書く事でよくわかります。 

 テストは１００点がとれたら嬉しいけど，取れなくてもがんばれた

らイイナと思います。 

 今日算数のテストが返されました。目標点は９５点だったけど８

５点でした。８５点だった理由は問題の読み間違いです。すご

く惜しかったのですごく悔しいです。次からは問題をちゃんと

読んで表１００点，裏５０点を目指したいです。算数ではない次

のテストでも悔しくないような納得できる点を取りたいです。 



(２)複合的に起こってきた変化 

「(１)自己効力感を得るための具体的なはた

らきかけ」により複合的に起こってきたと思

われる変化を２点に分けて述べたい。 

 

①授業及びその他の学習の様子 

上記のはたらきかけと並行して「わからな

い」を大切にしたいという筆者の考えを伝え

続け，友達のいい意見やいいつぶやきを大切

にすることを常に心がけて授業を行ってきた。

その結果，1 学期に聞かれた「めんどい」「も

うむり」「わからん」といったつぶやきが減り，

2 学期になると集中して授業に取り組む様子

が見られるようになってきた。また，いいつ

ぶやきが多く聞かれるようになり，自分が疑

問に思ったことを近くの友達と話して確認し

合うような姿が自然と見られるようになって

きた。筆者はそれを「おしゃべり」として注

意するのではなく，「学び合い」「教え合い」

として認め学級全体に広げていった。筆者が

感じた児童の変化を児童自身が認めており，

学習感想等の記述にも多く表れていた(図 10)。 

 

 

 

 

 

また，勤務校ではコミュニケーション力に

重点を置いた研究を進めていたのでグループ

学習も多く取り入れたが，お互いの意見を認

め合いながら自分の意見も主張できるように

なるといったことが授業中の様々な場面でも

生きてきた。例えば，わからない児童には自

然と教えてあげるという人間関係の横のつな

がりが見られるようになっていた。この人間

関係の変化は「５班のみんなといいアイディ

アを出し合ったら出来てとっても嬉しくて，

そのあとの勉強もとっても出来ました。」「友

達が，私のアイディアで問題が解けたと言っ

てくれて嬉しかったよ。」のような記述となっ

て現れ「友達に認められて嬉しい」「みんなで

がんばっていこう」という雰囲気が生まれ，

それが自律的学習へとつながっていったと考

えられる。 

 

②学級の変化 

ここまで述べてきたはたらきかけが，学級

全体の変化にもつながってきていた。やはり

学びは学習内だけにとどまらない。運動会の

取り組みや学級会の場面などでお互いの考え

を認め合い，折り合いをつける，自分たちで

決めて自分から行動する，友達との関わりを

大切にするといった様子が見られるようにな

った。1 学期には，トラブルがおこるとすぐ

に教師のところに相談に来る雰囲気があった

が，自分たちで解決できるようになってきた。

小さなことにはこだわらずに今大切なことは

何かそのためにはどうすればいいかといった

視点も持てるようになってきた。自分たちで

解決できるようになってきたことで各々の自

己効力感が向上し，そのことが学級の風土に

も変化をもたらしたと思われる。『「ダメだっ

たから自学で復習しよう」と思ったけど最後

のまとめでよくわかった。それと５年生にな

って答えや考えを隠さなくなった!!(４年生

までは恥ずかしかったので隠していた)』とい

った記述からも，学級内に安心して生活でき

る雰囲気が生まれたことが分かり，そのこと

がまた自律的学習を向上させたと考えられる。 

 

４，全体の考察 

本研究を通じて，筆者自身が教師として変

化してきたことがいくつかある。「具体的な学

習方法を紹介していくようになったこと」「マ

イナスな言葉かけをプラスに変えるようにな

ったこと」「普段の言葉かけを意識して大切に

行うようになったこと」「気づきを促す言葉が

け・児童がしたことやったことに対して言語

化・意味付けをするようになったこと」の４

点である。鈴木(2012)は，言語的支援は児童

９の問題が難しかったけど説明を聞いたらよくわかりました。○○さ
んの意見が教科書にない新しい意見ですごかったです。 

○○さんに教えてもらったりしてよくわかりました。自分でも頑張りた
いです。 

今日問題がわからなくて悔しかったけど，友達や先生のヒントのお
かげでわかってとても気持ちが良かったし，また頑張りたいです。 

図 10 算数ノートの学習感想から 



や生徒の自己効力を効果的に強化しこれが意

欲を引き出す上で重要なポイントであると述

べているが，日々当たり前のように行ってい

る言語的な支援を教師自身が意識できたこと

は大きかったと思われる。また，このような

教師の変化が生まれた要因として，プロセス

を意識化させるはたらきかけを通し，児童の

思考過程や思いを見取る場面が多くあったと

いうことが大きい。様々な個性の児童が集ま

る学級では，一つの方法だけではすべての児

童の思いを汲み取ることはできないかもしれ

ない。しかしながら，ほぼ毎日行う学習感想・

マイコメントの記入，週に一度のプロセスク

ッキーの記入，学習単元ごとのプロセスシー

トの記入と，はたらきかけのバリエーション

を多くしたことで，それぞれの児童がこれら

のはたらきかけのどこかで自分の考えや思い

を表出できていたと考えられる。 

また，テストやプリント課題などで未記入

が減ってきたという点からも，諦めずに自分

ができるところは頑張ろうという姿勢が見て

とれた。このような児童の変化を感じ取って

くださった保護者から「書く事が苦手でなく

なってきたようです。」という声をいただいた。

筆者が感じ取った児童の自信や変化・成長が

家庭に伝わっているということが分かり，学

校・家庭の両輪で児童の成長を支えていくと

いう点において，本研究の効果が期待できる

と感じた。 

本研究を通して見とることができた児童の

変化は，子ども自身の成長・発達によるとこ

ろも大きいと思われるが，日々のはたらきか

けによって学習面だけでなく生活面にまで変

化が見て取れた児童もいる。Ａ児は言葉で気

持ちを伝えることを苦手としている面があっ

たが，本研究のいくつかのはたらきかけを通

して，「おれ割り算難しいのによくわかった。

またやりたい。割り算よくわからないのにク

リアできてうれしかった。」のように自分のプ

ロセスや気持ちを言語化し，表出できるよう

になった。自身の学びの振り返りが学習意欲

を向上させ，また友達からもＡ児の変化や成

長を認める声が聞かれるようになったことも

あって，学校生活全般に意欲的に取り組むよ

うになった。自分が認められていることを実

感し自己効力感を向上させ，言語でのコミュ

ニケーションの向上にまでつながったと考え

られる。 

日々のはたらきかけを積み重ねていくため

には，教師も児童も無理なくできる手立てを

考え，緩やかな変化に対応しながら，うまく

いかないかもしれないと思うことであっても，

諦めずにはたらきかけを続けていくことが必

要である。本研究では対象児童が高学年児童

であったので，筆者も一緒に頑張っていると

いうことを伝え，教師の気持ちも理解しても

らいながらはたらきかけを行ってきた。この

「教師も児童と一緒に学び頑張っている」と

いう姿勢が，本研究には欠かせなかったと思

われる。教師からの一方通行でなく，教師と

児童，児童と児童のつながりを深めていくこ

との大切さに，筆者は改めて気づかされた。 

多忙化の中で教師が毎日コメントを書くな

ど大変な側面もあるが，「お互いの忙しさや

苦労，頑張りを理解し合いながら一緒に学ん

でいく」というスタンスを持ち，児童とのつ

ながりを深めていくことが，はたらきかけを

継続させる鍵となる。今後は学年間で意思の

疎通を図りながら学年全体にもはたらきかけ

を広げていきたいと考えている。 
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